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(57)【要約】
　本発明は、脂肪相を含有する密閉されたシェルの形態の無水デバイスに関し、シェル及
び脂肪相は、単に水を加えることによる、単回使用の化粧用エマルションの即時調製に適
した量で必要な成分を構成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脂肪相を含有する密閉されたシェルの形態である無水デバイスであって、前記シェル及
び前記脂肪相が、単に水を加えることによる単回使用の化粧用エマルションの即時調製に
適した量で必要な成分を構成する、上記無水デバイス。
【請求項２】
　カプセル、ケーシング、又は密封された小袋であることを特徴とする、請求項１に記載
のデバイス。
【請求項３】
　脂肪相中に含有される成分が、化粧品有効成分、合成油、植物油、皮膚軟化剤、抗ＵＶ
フィルター、テクスチャー化剤、増ちょう剤、ゲル化剤、顔料又は染料、芳香剤又は香料
、界面活性剤の中から選択されることを特徴とする、請求項１又は２に記載のデバイス。
【請求項４】
　シェルが、ゼラチン、ヒドロキシ－プロピルメチルセルロース、天然若しくは合成ポリ
マー、プルラン又はジェランガムの中の１種若しくは複数の構成成分から作製されること
を特徴とする、請求項１から３までのいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項５】
　シェルが、ゲル化剤及び／又はテクスチャー化剤として働くことを特徴とする、請求項
１から４までのいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項６】
　脂肪相中に含有される成分が、固体、液体又はペーストの形態であることを特徴とする
、請求項１から５までのいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項７】
　請求項１から６までのいずれか一項に記載のデバイスを実施する、単回使用の化粧用エ
マルションの即時調製のための方法。
【請求項８】
　次のステップ、
・　脂肪相を含む無水の消耗デバイスを準備するステップと、
・　単回使用の化粧用エマルションの調製のために必要な量に相当する、所定量の水を準
備するステップと、
・　水を前記デバイスと接触させ、全体を混合して、直ちに及び全量を皮膚、皮膚付属器
又は粘膜に直接塗布可能な単回使用の化粧用エマルションを形成するステップと
を含むことを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　水を無水の消耗デバイスと接触させる前に水を加熱する、及び／又は混合ステップ中に
混合物を加熱してエマルションの形成を容易にする、及び／又は皮膚に塗布する前に、得
られたエマルションを冷却若しくは冷ますことを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　得られた化粧用エマルションが、クリーム又はローションのいずれかであることを特徴
とする、請求項７から９までのいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１回量の化粧用エマルションの、単に水を加えることによる即時調製のため
の脂肪相を含む無水の消耗デバイスに関する。本発明はまた、本発明のデバイスを使用す
る１回量の化粧用エマルションの即時調製のための方法に関する。本方法は、直接化粧品
の消費者によって化粧品の使用直前に実施されることを意図している。
【背景技術】
【０００２】
　従来の化粧品は、工場において工業規模で製造され、様々なサイズの容器に包装され、
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次いで、多かれ少なかれ延長された保管期間の後、化粧品が最終消費者に販売される販売
場所に送られる。化粧品用に用いられる容器（チューブ、広口瓶、瓶又はその他）は、一
般に、数週間の化粧品の使用に対応する容量である。購入後、消費者は、しばしば数ヵ月
を超える期間、自宅に化粧品を保管する。この種の保管は、特別な対策を何もせず室温で
行われ、したがって、化粧品は、夏期の間又は加熱器に近接して保管される場合、高温に
曝される恐れがある。
【０００３】
　しかしながら、大部分は水中油型エマルションである化粧品は、寿命が限られている。
実際、これらのエマルションの２つの相は、ある一定期間の後、分離する傾向がある。こ
の老化現象は、生成物が熱に曝露される場合加速される。加えて、これらの化粧品を生成
するために用いられる主な有効成分は、しばしば不安定であり、それらがエマルションの
水性相と長期に接触する場合分解する。
【０００４】
　エマルションの品質及びその有効性を維持することによって化粧品の寿命を延ばすため
に、化粧品は、化粧品を安定させるためだけでなく、微生物の増殖を防止するためにも通
常保存剤を含有する。これらの保存剤は、しばしば、パラベン又は他の化学薬品等の合成
化学薬品であり、現在の利用者に評判が良くない。それらは、有毒であり、アレルギーの
原因であると考えられ、健康に悪影響をもたらすのではないかと疑われている。
【０００５】
　昨今の傾向によれば、多数の消費者は、天然成分で作られ、考えられる化学的な添加剤
及び保存剤が最も少ない化粧品を求めている。しかしながら、保存剤の除去は、化粧品が
現在製造される、流通する、保管される及び消費者によって用いられる方式と相反してい
る。
【０００６】
　これらの消費者を満足させるために、別々に購入した成分からレシピに従って、利用者
によって自宅で作られる化粧品が提案されている。しかしながら、これらの調製は、実施
するのがかなり複雑である。調製には、時間と、時に高価な装置を必要とする。さらに、
多数の原材料を比較的大量に購入し、その後保管しなくてはならない。必要とされる金銭
的な投資及び最初に関心をもった消費者をしばしば落胆させる提案された調製の複雑さに
より、この傾向はこれまで影響力をもたないままであった。さらに、化粧品が保存剤を全
く含有しない場合、それらの製造された化粧品の寿命の制限の問題が解決されていない。
【０００７】
　消費者による化粧品の製造を容易にするために、簡素化された製造方法が、従来技術に
おいて提案された。
【０００８】
　このように、例えば、消費者自身が、自分の家庭での使用にマッチする量で、それに従
ってこの化粧品を製造する、化粧品を生成するための方法が記載されている、ＥＰ２０３
８１８９Ｂ１が知られている。そうするために、消費者は、その中に、前もって測定され
た量で、生成物の製造のために必要とされるすべての化粧品成分を含有する１種若しくは
数種の包装単位を入れたマシンを用いる。次いで、消費者が量を測定する又は成分を秤量
する必要がなく、マシンは、包装単位に含有されるすべての化粧品成分の水との混合を自
動的に行う。提供される成分の量を秤量する又は測定する必要がもはやないため、この方
法は、消費者による化粧品の製造を簡素化する。これらの成分を水と自動的に混合するの
は、マシンである。しかしながら、この方法は、消費者が、記載された方法を実行するた
めに不可欠な、コストのかなり高い、ある特定のマシンを購入することを必要とする。加
えて、このマシンは、厄介であり、作動させるためにエネルギーを消費し、メンテナンス
を要する。さらに、異なる構成成分を分離するためにいくつかの別個の緊密なコンパート
メントを備える意図された包装単位は、生成するのが複雑で、その結果、かなりコストが
かかる。したがって、これらの包装単位の成分の購入価格は、消費者には高額であり、従
来の市販の化粧品のコストと比較してはるかに高価である。
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【０００９】
　さらに、自宅で自分の化粧品を生成することに関心がある消費者は、大部分が、化粧品
に天然物を求めている人々であり、化学薬品成分及び保存剤の使用を制御し且つ制限する
ことを望んでいる。かれらの主な動機が健康の維持である場合、通常、環境を保全する生
態学的な関心を伴う。しかしながら、使用後、空の包装単位は、環境問題を引き起こし、
通常、過剰な包装に対する闘いの擁護者であるこれらの潜在的な消費者に対して生態学的
に攻撃的である、多くのかさばる一般にリサイクルできない廃棄物を形成する。
【００１０】
　最後に、この先行特許は、家庭での使用に予定した量で、すなわち、製品が従来型の店
で最終消費者に通常販売される包装と同様の量で、化粧品を調製することを目的とする。
調製後、消費者は、数週間これを維持しなければならないであろうし、このことが保存剤
の非存在下では問題のあることの証明になり得る。
【００１１】
　米国特許出願公開第２００４／０２０２６８４号に記載されている方法及びキットも公
知である。本方法によれば、化粧品を得るために、消費者自身が、キットに備えられたレ
セプタクルで、キットにやはり備えられた２つ若しくは３つの容器の内容物を混合しなく
てはならない。これらの容器の第１の容器は、無水の化粧品有効成分の混合物を含有し、
第２の容器は、水性液体を含有し、第３の容器は、消費者が様々な量で加えて、消費者が
望む最終コンシステンシーで化粧品を得ることができる増粘剤（ｔｈｉｃｋｅｎｅｒ）及
び／又はゲル化剤を含有する。代替の実施形態によれば、増ちょう剤（ｔｈｉｃｋｅｎｉ
ｎｇ　ａｇｅｎｔ）はまた、第１の容器の無水の有効成分と混合することもできる。この
場合では、キットは、２個以下の容器を備える。
【００１２】
　この方法の目的は、構成成分が特に不安定である、飲料又は食物（果物若しくは生野菜
ジュース、紅茶、コーヒー、牛乳、ワイン…）に由来する他の成分をそこに加えることに
より製造された化粧品をカスタマイズすることが可能であることである。
【００１３】
　この方法は、有利には、特別なマシンを用いずに手動で実行することができ、そのため
消費者にはさらに価格が手頃になる。しかしながら、本方法は、キットに含まれない成分
を加えることが必要である利用者にはより複雑であり、そのため、かれら自身が、加えら
れる量を決定する及び測定する必要がある。同様に、キットの容器に備えられた成分は、
必ずしも完全に用いる必要はなく、したがって、添加する前に測定し、次いで、保管しな
ければならない。
【００１４】
　さらに、成分の使用後の空の容器によって生み出された廃棄物の問題は、解決されない
。本方法によれば、化粧品の調製に必要な水さえもキットに備えられた容器（これは使用
後に廃棄されなければならない）に包装されているという事実によって、捨てる包装の量
は、さらにまた増加する。
【００１５】
　文献ＣＨ６６３７２５Ａ５には、油相又は水性相の構成物成分を含有する別々の用量の
パウチを混合することによって軟膏を即時に製造する方法が記載されている。このパウチ
を、混合が実行されるチューブ型容器に取り出す。作業者は、予定されたレシピから最終
組成物を得るために、異なるパウチを選択し、パウチの内容物を混合しなければならない
。
【００１６】
　文献ＧＢ２１１８９６１Ａには、本質的に界面活性剤を含有するパウチの形態の浴用剤
が記載されている。これらのパウチは、ＰＶＡで作られ、風呂水に溶解させることを意図
している。
【００１７】
　文献ＵＳ５３２６５６４には、デュアルコンパートメントカプセルが記載されており、
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コンパートメントの１つは、無水組成物を充てんすることができる。シェルは、再利用可
能である。
【００１８】
　文献ＵＳ４２９２３０４Ａには、摂取されることを意図したゼラチンカプセルに保管さ
れた、油性の無水練り歯磨きが記載されている。カプセルのみが、練り歯磨きの包装とし
て働く。
【００１９】
　文献ＥＰ４５３６８３Ａ１には、化粧品組成物を含有するゼラチンカプセルの形態の化
粧品組成物が記載されている。カプセルは、容器として用いられるに過ぎない。
【００２０】
　文献ＵＳ２００４／０２３４５９０Ａ１には、摂取されることを意図したカプセルが記
載されている。シェルは、水性相と接触して溶解させることを意図している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　本発明の目的は、前述の先行方法の欠点が存在しない、利用者によって達成可能な化粧
品を調製する代替の方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明による方法は、簡単な混合作業で、マシンを用いる必要なしに、実施するのが極
めて容易である。この方法は、利用者による複雑な成分調製又はそれぞれの量の測定作業
を必要としない。
【００２３】
　この迅速で安価な方法は、廃棄物を生み出さないため、さらに環境に優しい。
【００２４】
　本発明による方法によって、利用者は、塗布する直前に必要な化粧品の用量のみを即時
に調製することが可能である。したがって、生成された化粧品は、保存することを意図し
ておらず、製造直後に用いることを意図している。
【００２５】
　したがって、その効率は最も高く、保存剤、さらに、安定剤の使用はどうしても必要で
あるというわけではない。したがって、保存剤なしで化粧品を非常に容易に製造すること
が可能であり、「純粋な」有効成分で、すなわち、不要な添加物なしで作られた化粧品を
探している消費者の期待に完全に添っている。
【００２６】
　より具体的には、本発明は、脂肪相を含む無水の消耗デバイスを提案しており、本デバ
イスは、１回量の化粧用エマルションの、単に水を加えることによる、即時調製を意図し
ている。
【００２７】
　言い換えれば、本発明は、単回使用の１回量の化粧品組成物の、すなわち、皮膚、皮膚
付属器又は粘膜に直ちに及び全量を塗布可能な化粧品組成物の、皮膚、皮膚付属器又は粘
膜に塗布する直前の調製を意図したデバイスにある。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　化粧用エマルションは、本発明デバイスと水との混合直後に得られる。追加の成分は全
く必要としない。
【００２９】
　用語「１回量」とは、皮膚、皮膚付属器又は粘膜に全量を一度に塗布されるのに十分な
量の化粧用エマルションを意味する。
【００３０】
　同様に、用語「消耗の」とは、デバイスのすべての構成要素が、最終の化粧用エマルシ
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ョンを形成するのに役立つことを意味する。
【００３１】
　用語「無水の」とは、水がない又は実質的にない組成物を意味する。
【００３２】
　無水の消耗デバイスは、実際には、化粧用エマルションの成分を構成する及び水を除く
、前記化粧用エマルションの残りの成分に対応する脂肪相を含有する、密閉されたシェル
の形態である。
【００３３】
　したがって、本発明は、脂肪相を含有する密閉されたシェルの形態の無水の消耗デバイ
スを伴い、このシェル及び脂肪相は、単に水を加えることによる単回使用の化粧用エマル
ションの即時調製に適合された量で必要な成分を構成する。
【００３４】
　本発明の本質的な特徴によれば、無水の消耗デバイスのすべての構成物は、最終化粧品
配合物の一部であり、シェルが含まれる。
【００３５】
　本発明によれば、デバイスが適切な量の水と混合される場合、デバイスは、水中油型エ
マルションを形成し、シェルは完全に消費される。
【００３６】
　本発明の実施形態に応じて、シェルは、カプセル又は密封された小袋であり得る。
【００３７】
　脂肪相に含有される成分は、実際には、化粧品有効成分、合成油、植物油、皮膚軟化剤
、抗ＵＶフィルター、テクスチャライジング剤、増粘剤、ゲル化剤、顔料又は染料、芳香
剤又は香料、界面活性剤から選択されるが、このリストに制限されない。当業者は、水と
の接触後のエマルションの形成に必要な成分を選択する方法を知っているであろう。
【００３８】
　本質的な特徴によれば、消耗デバイス全体、シェル及びその内容物は、完成した化粧品
を得るために必要とされ、完成した化粧品の技術的な品質と官能特性の両方に寄与してい
る。他のものの中でもとりわけ、シェルは、ゲル化剤及び／又はテクスチャライジング剤
として働き；シェルは完全に消費され、本発明による方法によって廃棄物を生み出さない
ようにすることが可能になる。
【００３９】
　このためには、シェルは、ゼラチン、ヒドロキシ－プロピルメチルセルロース、天然若
しくは合成ポリマー、プルラン又はジェランガムのうちの１種若しくは複数の構成成分か
ら作製することができる。プルランから作製された「Ｐｌａｎｔａｃａｐｓ（商標）」、
ヒドロキシ－プロピルメチルセルロースから作製された「Ｖｃａｐｓ（登録商標）」、ゼ
ラチンから作製された「Ｌｉｃａｐｓ（登録商標）」、又はジェランガム（５％）とヒド
ロキシ－プロピルメチルセルロース（ｑｓｐ１００％）の混合物から作製された「ＤＲｃ
ａｐｓ（商標）」という商品名でＣＡＰＳＵＧＥＬ－Ｆｒａｎｃｅによって販売されてい
るカプセルをこの目的のために特に用いることができる。
【００４０】
　本発明はまた、
・　少なくとも１種の無水の消耗デバイス；及び
・　水とデバイスを接触させ、エマルションを形成することが可能になる混合物を生成す
るように適合された容器
を備えることを特徴とする、本発明による調製方法の実施のためのキットを提供する。
【００４１】
　詳細な実施形態では、このキットに含まれる容器は、容器に注がれる水の量を利用者に
示す少なくとも１種の視覚的又は目盛りマークを示すことができる。
【００４２】
　別の実施形態によれば、この容器は、密封手段を含むことができ、この密封手段が取り
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除かれる又は開位置にある場合、水及び無水の消耗デバイスの投入が可能になり、密封手
段が配置される又は閉位置にある場合、容器を密封し、容器を振り混ぜることにより混合
物の生成が可能になる。
【００４３】
　さらに別の実施形態では、容器は、エマルションの形成を容易にする混合物を改善する
少なくとも１種の手段を備えることができる。
【００４４】
　本発明はまた、本発明のデバイスを実施する１回量の即時単回使用の化粧用エマルショ
ンを調製するための方法に関する。この方法は、皮膚、皮膚付属器又は粘膜に前記エマル
ションを塗布する直前に化粧用エマルションの消費者によって実施されることを意図して
いる。
【００４５】
　本方法は、次のステップ、
・　脂肪相を含む無水の消耗デバイスを準備するステップと、
・　単回使用の化粧用エマルションの調製のために必要な量に相当する、所定量の水を準
備するステップと；
・　水をデバイスと接触させ、全体を一緒に混合して、直ちに及び全量を皮膚、皮膚付属
器又は粘膜に直接塗布可能な単回使用の１回量の化粧用エマルションを形成するステップ
とを含むことを特徴とする。
【００４６】
　本発明による方法によって、「水中油」型エマルションの形態で、それがクリーム、ミ
ルク、ゲル、又はエマルションの任意の他の考えられる形態であろうと、任意の化粧品を
簡単に作製することが可能になり、人体、特に（身体若しくは顔の）皮膚、髪若しくは爪
又は粘膜の任意の部分に塗布することを意図した化粧品を作製する。
【００４７】
　本発明の他の実施形態によれば、水をデバイスと接触させる前に水を加熱することがで
き、及び／又は混合ステップ中に混合物を加熱してエマルションの形成を容易にするする
ことができ、及び／又は皮膚に塗布する前に、得られたエマルションを冷却することがで
きる。水温は、６０から７０℃程度であり得る。
【００４８】
　したがって、本発明による方法によって、例えば、保湿製品（顔用デイクリーム又はナ
イトクリーム、ボディローション、ハンドクリーム、リップバーム…）、トリートメント
製品（しわ予防、ニキビ予防、コンシーラー…）、髪用製品（フケ予防、抜け毛予防（ａ
ｎｔｉ－ｆａｌｌ）、補強、毛染め又は脱色、コンディショナー…）、日焼け止め若しく
はセルフタンニング製品、ボディ用若しくはフェイス用スクラブ、皮膚若しくは髪用マス
ク、メークアップ若しくはメークアップ除去製品、ひげそり用若しくはむだ毛処理製品、
付香製品、浴室製品（例えば、シャンプー、コンディショナー、シャワーゲル、泡立て剤
（ｆｏａｍｉｎｇ）又は他の浴用製品）、マッサージゲル、又は任意の他の化粧品を生成
することが可能になる。
【００４９】
　本発明による方法は、自宅で、直接化粧品の利用者によって実施されることを意図して
いる。したがって、特に簡単であり、特別なトレーニング又は習慣又は練習なしで、いか
なる特殊な装置もなしで、どんな人でも実施することができる。
【００５０】
　それにもかかわらず、本発明による方法は、本発明の範囲から逸脱することなく、美容
院、ヘアサロン、ネイルサロン、メークアップ若しくはエステティックサロン、健康セン
ター、リラクゼーションセンター若しくはマッサージセンター、化粧品店又は化粧品が消
費者の身体に塗布されるように調製することができる任意の他の類似の構造物において、
専門家によって行うことができる。
【００５１】
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　無水デバイスの脂肪相中の成分は、固体又は液体又はペーストの形態であり得る。すべ
ての場合において、無水デバイスは、水を含まない又は実質的に含まず、エマルションを
調製するために必要な水は、後で添加される。
【００５２】
　無水の消耗デバイスから、本発明による方法は、実施することが非常に容易である。し
たがって、所望の化粧品のある用量を調製するように適合された水の量を単に提供するだ
けである。この水の量は、シェルを含めた、無水組成物の性質及びバルクに応じて予め決
定される。水の量は、得ることを望む化粧品の性質にさらに依存し、例えば、ある用量の
ローションを得るにはある用量のクリームを得るよりもより多くの水を明らかに要するは
ずである。
【００５３】
　水と接触すると、無水組成物のシェルは、膨潤、崩壊及び／又は溶解する。次いで、他
の成分が、放出され、水中で見出される。水中で無水デバイスを撹拌することにより、水
中油型エマルションが形成され、これが最終化粧品を構成する。次いで、得られた化粧品
の１回量は、すぐに用いることができる。
【００５４】
　本発明及び本発明から由来する利点は、以下の代表的な実施形態によって明らかにされ
る。
【００５５】
　別個の化粧品成分の５種の混合物を調製した。各混合物を、４つの異なるカプセルに充
てんした。
【００５６】
　用いるカプセルは、次の通りであり、ＣＡＰＳＵＧＥＬ社によって供給された。
Ｐｌａｎｔｃａｐｓ（登録商標）（１００％プルラン）
Ｖｃａｐｓ（登録商標）（１００％ヒプロメロース）
Ｌｉｃａｐｓ（登録商標）（ゼラチン）
ＤＲｃａｐｓ（登録商標）（５％ジェランガム＋ヒプロメロース　ｑｓｐ１００％）
【実施例】
【００５７】
（例１）
　下表に詳述した組成物を含有する同じ４種の配合物を調製する。
【表１】

【００５８】
　このように得られた組成物を、前述の４つのカプセルのそれぞれに充てんする。このよ
うに得られた各無水組成物を、６５℃の熱湯６ｇと混合する。
【００５９】
　Ｌｉｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
　Ｖｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のローションを得る。
　Ｐｌａｎｔｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
　ＤＲｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
【００６０】
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（例２）
　以下の表に詳述した組成物を含有する同じ４種の配合物を調製する。
【表２】

【００６１】
　このように得られた組成物を前述の４つのカプセルのそれぞれに充てんする。このよう
に得られた各無水組成物を６５℃の熱湯５ｇと混合する。
【００６２】
　Ｌｉｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
　Ｖｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のローションを得る。
　Ｐｌａｎｔｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
　ＤＲｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
【００６３】
（例３）
　以下の表に詳述した組成物を含有する同じ４種の配合物を調製する。

【表３】

【００６４】
　このように得られた組成物を前述の４つのカプセルのそれぞれに入れる。このように得
られた各無水組成物を６５℃の熱湯５ｇと混合する。
【００６５】
　Ｌｉｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
　Ｖｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のローションを得る。
　Ｐｌａｎｔｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
　ＤＲｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
【００６６】
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（例４）
　以下の表に詳述した組成物を含有する同じ４種の配合物を調製する。
【表４】

【００６７】
　このように得られた組成物を前述の４つのカプセルのそれぞれに充てんする。このよう
に得られた各無水組成物を６５℃の熱湯５ｇと混合する。
【００６８】
　Ｌｉｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
　Ｖｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のローションを得る。
　Ｐｌａｎｔｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
　ＤＲｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のローション－クリームを得る。
【００６９】
（例５）
　以下の表に詳述した組成物を含有する同じ４種の配合物を調製する。
【表５】

【００７０】
　このように得られた組成物を前述の４つのカプセルのそれぞれに充てんする。このよう
に得られた各無水組成物を６５℃の熱湯５ｇと混合する。
【００７１】
　Ｌｉｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
　Ｖｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のローションを得る。
　Ｐｌａｎｔｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
　ＤＲｃａｐｓ（登録商標）カプセルを用いて、１回量のクリームを得る。
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【００７２】
　明らかに、特許請求の範囲によって定義される本発明の範囲又は枠組みから逸脱するこ
となく、当業者は、本発明に多くの修正をし、他の代替形態を想定することができるため
、本発明は、前述された好ましい実施形態に制限されない。
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